
注．特定規模需要は、特別高圧電力および高圧電力の合計

注．(  )内は前年比

注1．新エネにはバイオマス(92百万ｷﾛﾜｯﾄ時)を含む　　注2.(  )内は構成比

注3．四捨五入の関係で、合計が合わないことがある
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・　原子力は、伊方発電所の運転再開遅れによる稼動減により、

　前年比 41.6％となった。

・　水力は、豊水であったため、前年比 110.2％となった。

・　火力は、原子力の減少などにより、前年比 139.7％となった。
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供給の概要

四国電力株式会社

平 成 24 年 4 月 25 日

平 成 23 年 度 電 力 需 給 状 況

電 力 量 前年比

原子力

水　力

火　力

供 給 計

発受電計

新エネ

出水率  113.6％
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100.1
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106.5101.1
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供給実績
(百万ｷﾛﾜｯﾄ時、％)

合 計 8,237    100.2 108.4 89.9

需要の概要

特定規模需要
以外の需要
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需要実績

計

　平成23年度の販売電力量は、284億44百万ｷﾛﾜｯﾄ時、前年比

97.7％となった。
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紙･パルプ

○　家庭用などの「電灯」は、前年の猛暑による需要増の反動
　に加え、東日本大震災以降継続している節電の影響などから、
　前年比 96.7％となった。

○　事務所ビル・大型商店などの「業務用電力」は、「電灯」
　と同様の気温や節電の影響などから、前年比 96.8％と
　なった。

○　産業用の「大口電力」は、生産活動の持ち直しに一服感が
　見られることを反映し、前年比 100.2％となった。
　

融　　通

〔需要の内訳〕
特定規模需要
(自由化対象)

産業用電力

うち大口電力

販売電力量 計

業務用電力

計

大口電力の主な産業別内訳
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（参考１）販売電力量の前年比の推移
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（参考２）大口電力の前年比の推移
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